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医療扶助に関する検討会  

開催要綱 

 

１．目的 

医療保険制度においては、令和３年３月から個人番号カードを用いたオンライ

ン資格確認が施行される予定である。一方で、生活保護の医療扶助については、令

和元年 12 月 20 日に閣議決定された「新デジタル・ガバメント実行計画」におい

て、個人番号カードを利用したオンライン資格確認について、令和５年度の導入を

目指し検討を進めることとなっている。 

この閣議決定を踏まえ、医療扶助制度に対応したオンライン資格確認について、

制度的・実務的な課題を整理し、実現に向けた検討を行う必要がある。 

また、医療扶助については、従来から、頻回受診者等の適正化対策の必要性が指

摘されており、こうした課題への対応も必要となっている。 

このため、今般、こうした医療扶助に関する諸課題について、検討会を開催し、

有識者・自治体関係者からの意見を聴取することとする。 

 

２．検討会における意見聴取内容 

（１） 医療扶助における個人番号カードの利用、オンライン資格確認 

（２） （１）も踏まえた今後の医療扶助の運用のあり方 

（３） 頻回受診対策等の適正化対策 

（４） その他の医療扶助に関する課題 

 

３ 検討会の構成員等 

（１）検討会の構成員は別紙のとおりとする。 

（２）構成員のうち１人を座長として厚生労働省社会・援護局長が指名する。 

（３）座長は必要に応じ、検討に必要な有識者等の参加を求めることができる。 

 

４．検討会の運営 

（１） 検討会は厚生労働省社会・援護局長が別紙の構成員の参集を求めて開催す

ることとし、検討会の庶務は社会・援護局保護課で行う。 

（２） 検討会の議事は、原則として公開する。 
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